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視
察
研
修

視
察
日　
令
和
６
年
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
～
10
月
16
日
（
水
）

視
察
先
及
び
内
容

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

藤
沢
市
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
、
地
域

生
活
課
題
の
複
合
化
・
複
雑
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え

方
を
す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
広
げ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
す
「
藤
沢
型
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
く
施
策
や
事
業
の
整
合
化
を
図

り
、
令
和
５
年
度
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
を
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
相
談

し
て
も
話
を
聴
い
て
も
ら
え
、
必
要
な

支
援
に
早
期
に
つ
な
が
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
経
済
産
業
省

大
臣
官
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
政
策
統

括
調
整
官
の
佐
々
木
雅
人
氏
か
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
」

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

議
員
は
５
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議

論
し
、
翌
日
の
全
体
会
で
各
分
科
会
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

か
ら
コ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
、
閉
会
式

で
は
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

議
員
研
修

研
修
日　
令
和
６
年
10
月
23
日
（
水
）

会　
場　
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
藤
枝

（
藤
枝
市
）

講　
師　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

戦
略
顧
問
（
前
金
沢
市
長
）

山
野
之
義 

氏

演　
題　
能
登
半
島
対
応
及
び
金
沢
市
に

お
け
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組

五
市
二
町
（
焼
津
市
・
藤
枝
市
・
島

田
市
・
牧
之
原
市
・
御
前
崎
市
・
吉
田

町
・
川
根
本
町
）
の
議
員
が
一
堂
に
会

し
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
山
野
氏
は
金
沢
市
長
在
任

中
、
会
議
は
原
則
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
本

庁
執
務
室
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
導
入

す
る
な
ど
行
政
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進

し
、
業
務
効
率
の
改
善
や
職
員
の
Ｄ
Ｘ

意
識
の
向
上
を
図
っ
た
と
い
う
取
組
の

紹
介
が
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
「
ト
ッ

プ
の
本
気
度
と
見
せ
方
」、「
ト
ッ
プ
と

職
員
の
信
頼
関
係
構
築
」
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、能
登
半
島
の
対
応
と
し
て
は
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
の
衛
星
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」

研
修
日　
令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
）

　
　
　
～
11
月
１
日
（
金
）

会　
場　
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
東
京
都
港
区
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
～
原
子
力
発
電
と
立
地
自
治
体

の
在
り
方
を
考
え
る
～
」

分
科
会

・
第
１
分
科
会
「
原
子
力
政
策
と
地

域
振
興
」

・
第
２
分
科
会
「
脱
炭
素
社
会
に
お

け
る
原
子
力
発
電
」

・
第
３
分
科
会
「
原
子
力
防
災
体
制

と
避
難
計
画
」

・
第
４
分
科
会
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

と
使
用
済
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
・

最
終
処
分
」

・
第
５
分
科
会
「
廃
炉
計
画
と
次
世

代
革
新
炉
の
研
究
開
発
」

全
国
の
原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体

の
議
員
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま

志
太
榛
原
五
市
二
町
議
会
議
長

連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会

第
14
回
全
国
原
子
力
発
電
所

立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
で
水
質
を
管
理
す
る
水
循
環
シ

ス
テ
ム
を
被
災
地
に
い
ち
早
く
設
置
す

る
な
ど
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
た
好
事
例
は
、
今
後
の
災
害
対
応
に

大
い
に
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
。

基調講演を聴講する議員分科会で意見交換をする議員


